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‭【月次活動報告】‬

‭2023年‬

‭　　　6月‬ ‭●‬ ‭理事会・監事を設置し、監事に眞鍋康正就任‬
‭●‬ ‭第1回FESコンテスト開催を決定‬
‭●‬ ‭大学生運営実行委員募集開始‬
‭●‬ ‭「FESコンテストによるワークショッププログラム」が一般財団法‬

‭人三菱みらい育成財団による助成事業「教育事業者等が行うより先‬
‭進的、特徴的、効果的な『心のエンジンを駆動させるプログラ‬
‭ム』」に採択され、3年間の支援を獲得。‬

‭●‬ ‭株式会社ジンジブとの協業決定‬
‭●‬ ‭FESコンテスト作品募集開始（～9月）‬

‭　　　7月‬ ‭●‬ ‭東京都「『未来の東京』戦略」金融経済教育に関する講師派遣事業‬
‭に参画‬

‭8月‬ ‭●‬ ‭全国4都市での対面ワークショップ「FESコンテストへの道」を企‬
‭画・開催（東京都文京区・武蔵野市、兵庫県印西市、香川県琴平‬
‭町）‬

‭●‬ ‭株式会社ジンジブとの協業により、全国の中高生を対象に計18回の‬
‭オンライン金融教育ワークショップを実施‬

‭9月‬ ‭●‬ ‭千葉県木更津市で対面ワークショップ「FESコンテストへの道」を‬
‭開催‬

‭●‬ ‭第一学院仙台キャンパスにて「社会に出る前に知っておきたいこ‬
‭と」というテーマで金融教育の授業を実施‬

‭●‬ ‭浦和第一女子高等学校にて大学生講師による授業「社会に出る前に‬
‭知っておきたいお金のこと」を実施‬

‭10月‬ ‭●‬ ‭第1回FESコンテストの一次審査終了、ファイナリスト20作品を発表‬
‭●‬ ‭同最終審査完了、通過8作品と学校賞を発表‬
‭●‬ ‭わかさ生活株式会社の依頼により、京都市と兵庫県丹波市の児童養‬

‭護施設計4カ所の中高生を対象に「生活と学ぶ8つの力」というテー‬
‭マでオンライン授業を実施‬

‭●‬ ‭日本体育大学柏高等学校にて「株式について楽しく学ぼう」という‬
‭テーマで金融教育の授業を実施‬

‭11月‬ ‭●‬ ‭第1回FESコンテスト表彰式を東京都内で開催‬
‭●‬ ‭多摩信用金庫の依頼により「孫に話したくなる！お金のあれこれ」‬

‭というタイトルの顧客向け金融教育セミナーを実施‬

‭12月‬ ‭●‬ ‭2024年開催の第2回FESコンテストに向けて大学生運営実行委員の募‬
‭集を開始‬

‭●‬ ‭ホームページに第1回FESコンテスト受賞作品を公開‬
‭●‬ ‭香川県の尽誠学園高等学校にて「社会に羽ばたく前に知っておきた‬



‭いお金のこと」というテーマで金融教育の講話を実施‬
‭●‬ ‭江戸川女子中学校・高等学校にて金融教育の授業を実施‬
‭●‬ ‭平井代表理事と阿部理事が香川県庁を訪問し、香川県知事池田豊人‬

‭氏と面談‬

‭2024年‬

‭1月‬ ‭●‬ ‭東京都の講師派遣事業により攻玉社中学校・高等学校にて金融教育‬
‭の授業を実施‬

‭2月‬ ‭●‬ ‭株式会社FPコンサルティングが法人会員として加入‬
‭●‬ ‭東京都の講師派遣事業により三輪田学園中学校・高等学校にて金融‬

‭教育の授業を実施‬
‭●‬ ‭東京都の講師派遣事業により東久留米総合高等学校にて金融教育の‬

‭授業を実施‬
‭●‬ ‭日本体育大学柏高等学校アスリートコースの生徒を対象として、ア‬

‭スリートとお金の関係に関するテーマで特別授業を開催‬
‭●‬ ‭「教員アンバサダー」の公募を開始‬

‭3月‬ ‭●‬ ‭金融庁主導「グローバルマネーウィーク」に参画、特別イベント‬
‭「金融教育を身近に～第2回FESコンテストの幕開けウィーク」を開‬
‭催‬

‭●‬ ‭第1回FESコンテスト実施報告をホームページ上に公開‬
‭●‬ ‭埼玉県の狭山市立入間川中学校にて「春から高校生になるみんなに‬

‭伝えたい金融知識について」というテーマで授業を実施‬
‭●‬ ‭株式会社チャイルド社の依頼により「どのように教える？お金の話‬

‭～金融教育のはじめ方～」というテーマで保育者を対象としたセミ‬
‭ナーを実施‬

‭●‬ ‭FPサテライト株式会社が法人会員として加入‬
‭●‬ ‭平井代表理事と阿部理事が参議院議員会館を訪問し、金融調査会会‬

‭長、片山さつき氏と面談‬
‭●‬ ‭福岡市の中学1～3年生を対象に「大人になる前に知っておきたいお‬

‭金のこと」というテーマで金融教育の授業を実施‬
‭●‬ ‭東京都の講師派遣事業により江戸川女子中学校・高等学校にて金融‬

‭教育の授業を実施‬

‭4月‬ ‭●‬ ‭第2回FESコンテストのプレエントリーを開始‬
‭●‬ ‭福岡市の中学1～3年生を対象に「大人になる前に知っておきたいお‬

‭金のこと」というテーマで金融教育の授業を実施‬
‭●‬ ‭株式会社ABCash Technologiesが法人会員として加入‬
‭●‬ ‭教員アンバサダー制度が始動‬

‭5月‬ ‭●‬ ‭平井代表理事と阿部理事が参議院議員会館を訪問し、自民党の神田‬
‭潤一氏と面談‬

‭●‬ ‭群馬県立新田暁高等学校にて「『借りる』『貯める』『増やす』の3‬
‭つのポイント」というテーマで金融教育の授業を実施‬

‭●‬ ‭NPO法人キッズフリマが法人会員として加入‬
‭●‬ ‭一般社団法人観光クロスオーバー協会が法人会員として加入‬

‭【事業概要】‬
‭第2期は第1期に続き、理念の実現に向けて事業内容を企画・実践し、人員体制を整えてき‬
‭た「準備期間」と位置づけられる。‬



‭本格的に活動するにあたって理事会と監事を設置し、監事に真鍋康正、理事に中林友美と阿‬
‭部奈々がそれぞれ就任した。‬

‭「大学生が主導し、中高生が小学生のために金融教育動画を制作する」イベント「第1回‬
‭FESコンテスト」の開催を決定し、全国に金融教育を広げる活動を開始する。‬

‭FESコンテストは、参加する中高生がスマートフォンでの視聴に適した縦型ショート動画で‬
‭金融教育教材を作るという画期的な企画である。当機構で参加希望者を対象としたワーク‬
‭ショップを開催したことや、動画の制作を夏休みの課題とした学校があったことなどから、‬
‭初回開催にもかかわらず、第1回FESコンテストには1都15県から計156の作品が寄せられ‬
‭た。‬

‭第1回FESコンテスト実施報告‬

‭また、第2期は、コロナ禍が沈静化したこともあり、2022年4月から金融経済教育が必修化‬
‭された高等学校における授業の機会が多くなった。新学習指導要領に沿った独自コンテンツ‬
‭を制作して学校へ出向き、対面で授業を行った回数は40回、受講者は約1,500名に上る。‬

‭第2期中に5つの企業・団体が法人会員として加入し、公募を開始した個人の正会員・サ‬
‭ポーター会員の新規加入は40名に上った。‬

‭期初よりFESコンテスト運営実行委員として大学生の募集を開始した。大学生は当機構でメ‬
‭ンバーシップを発揮するうちに金融教育が身近なものとなると同時に、社会人になったとき‬
‭に役立つ経験を積むことができる。大学生メンバーの人数は期中に52名となった。‬

‭また、第1回FESコンテスト終了後、機構の金融教育に参画したいとの要望が教育現場から‬
‭多く寄せられ、「教員アンバサダー」制度の立ち上げに至る。‬

‭第3期は組織体制を確立し「第1次事業計画」を策定、FESコンテストと人財の育成・活用‬
‭を軸として、活動のブラッシュアップと全国展開を図る。‬

‭正会員・サポーター会員、大学生運営メンバー、教員アンバサダーは全国さまざまな地域か‬
‭ら会していることから、これらの人財をいかに活用して、当機構がコンセプトに掲げる「人‬
‭生の選択肢を増やすための金融教育」を全国に届けていくかが課題となる。‬
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